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めに染色体共有指標（index of chromosome sharing : ICS）という独自に考案
した指標を用いた。ICS は、ゲノム上に高密度で存在する一塩基多型（single 



























さらに、これらの結果を検証するため、第 1 度血縁から第 5 度血縁までの血












2 者間の血縁度を推定するために染色体共有指標（ index of chromosome 
sharing : ICS）という独自に考案した指標を用いた。ICSは、ゲノム上に高密
度で存在する一塩基多型（SNPs）を約 17 万か所用い、2 者の各 SNPs の共有
数及び SNPs 間の遺伝的距離を基に算出する。コンピュータ上で作成した模擬












なお、本学位授与申請者は、平成 31年 2月 8日実施の論文内容とそれに関連
した試問を受け、合格と認められたものである。 
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